
も
く
じ

ま
え
が
き　
　

２

１
章　
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で
手
を
抜
い
て
も
大
丈
夫

子
育
て
に
悩
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
私
が
今
思
う
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

16

失
敗
し
て
い
る
マ
マ
を
見
て
子
ど
も
は
ホ
ッ
と
す
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

23

が
ん
ば
り
す
ぎ
て
笑
顔
を
忘
れ
る
な
ら
、
手
を
抜
い
て
笑
っ
て
い
る
ほ
う
が
い
い　

――
―
―
―
―
―
　

30

帰
る
家
と
温
か
い
ご
飯
と
お
風
呂
と
お
布
団
、
こ
れ
で
十
分　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

37



２
章　
み
ん
な
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
で
大
丈
夫

５
人
に
１
人
が
「
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
＝
Ｈ
Ｓ
Ｃ
（Highly Sensitive Child

）」　

――
―
―
―
　

46

臆
病
と
か
神
経
質
と
か
弱
虫
で
は
な
く
て
、
た
だ
「
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
」
と
い
う
だ
け　

――
―
―
　

54

ほ
か
の
子
や
ほ
か
の
マ
マ
と
比
べ
る
こ
と
を
や
め
る
と
、
バ
ツ
が
マ
ル
に
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
　

61

合
わ
な
い
も
の
に
無
理
を
し
て
合
わ
せ
な
く
て
も
い
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

68

３
章　
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
子
育
て
は
ひ
と
い
ち
ば
い
面
白
い
子
育
て

誰
か
に
聞
か
な
く
て
も
、
答
え
は
目
の
前
の
子
ど
も
が
教
え
て
く
れ
て
い
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
　

78

子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
と
、
何
も
か
も
が
面
白
く
見
え
て
く
る　

――
―
―
―
―
―
―
　

85

遊
び
の
中
で
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
磨
い
て
輝
か
せ
て　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

92

瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
子
ど
も
と
の
時
間
を
大
切
に　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

100



４
章　
子
ど
も
の
望
み
を
叶
え
る
よ
う
に
マ
マ
自
身
の
望
み
も
叶
え
て
あ
げ
て

マ
マ
が
元
気
じ
ゃ
な
い
と
子
ど
も
を
守
れ
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

108

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
前
に
、
マ
マ
自
身
の
自
己
肯
定
感
を
育
ん
で　

――
―
―
―
―
―
―
―
　

117

や
り
た
い
こ
と
を
我
慢
し
て
笑
顔
を
忘
れ
る
よ
り
も
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
笑
っ
て
い
る
マ
マ
が
い
い　

―125

ひ
と
り
に
な
る
時
間
で
充
電
さ
れ
て
い
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

134

あ
と
が
き　
　

142


